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＜連絡事項＞

・11/16(火)の準夜チーフが松橋JGM→中野Nsへ変更となります。

　皆様、周知お願いします。

・11/16(火)、11/17(水)で看護グループ内研修「救急対応」があります。全スタッフが対象となりますので参加しましょう。

・最近、面会票と検査データ伝票の提出方法の順番が間違っている事がある為、確認をしています。

面会票はスタッフ記載後、SGM又はJGMのサインを貰い主治医へ提出するようにして下さい。

　検査データ伝票は、確認者が印を押した後主治医へ提出し病棟へ戻ってきたらSGMに確認をしてもらい印を貰って下さい。

　主治医へ提出する際、必ずリーダーが確認をするようにして下さい。

・看護スタッフを対象にした検査データの問題で同じ間違いをしている問題があった為、確認をしています。

　【Drへの報告の仕方】

　検査データで異常値があった場合…≪日勤帯≫リーダー又は管理者へ報告→Dr

　　　　　　　　　　　　　　　　　≪夜間帯≫チーフ→オンコール(チーフが迷った場合連絡)→Dr

　※夜間帯で、オンコールへ連絡した場合緊急を要さなければオンコールで止まりDrへの連絡は不要です。オンコールへ連絡した際、病棟の患者様の事が分からず病棟管理者へ連絡するよう指示があった場合は病棟管理者へ連絡するようにして下さい。又、患者様の状態で明らかに身体症状が出ている場合にはDrへ連絡するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・三上　勇様～本日、友人の青田様が面会へ来られています。終始、穏やかに会話されていました。

・元沢　政治様～本日、弟様が面会へ来られお小遣い16000円を頂いています。

　　　　　　　　お小遣いの金額について弟様と再確認し、以前は毎月15000円でしたがタバコが値上げした為、毎月16000円頂く事となっています。弟様より床屋代に関しては、お小遣い内でやりくりして欲しいとの事なので床屋代が残るよう介入していきましょう。

・倉橋　生子様～妹様より、11/16(火)11時～13時までランチ外出希望があり許可となっています。

＜週間連絡＞

　11/16(火)　木村　義重様～準夜帯にてスピール膏貼布

　　　　　　看護グループ内研修「救急対応」

　11/17(水)　寝具交換(布団)

　　　　　　看護グループ内研修「救急対応」

　11/18(木)　皮膚科診察

　11/19(金)　歯科診察

　　　　　　モップ外し

＜リハビリテーションプログラム内容・経過報告＞

・要注目であげられている患者様は、見学で参加する事出来ています。

・日向端　庸男様～11/9(火)ボーリング大会で参加促しますが、強く拒否され見学されています。今後は参加して頂くように関わっていきましょう。

・菊地　明子様～11/11(木)身辺整理・金銭管理で、体調不良訴え参加するまでに時間を要していました。現在、陰性症状が見られ服薬調整中の為引き続き、訴え時傾聴していき参加出来るよう介入していきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・袴田　将志様～土曜日に他者と物々交換しタバコを貰い喫煙していた事について主治医へ情報提供しています。主治医は、本日から1日10本ずつ吸わせても良いと話されています。現在、本人の中ではタバコをやめたいという気持ちはあるが、周りの人が吸っているのを見ると吸いたくなる・残っているタバコ(２箱と３本)が気になると話し喫煙の希望聞かれています。今は、本人の希望に沿って喫煙をして頂きますが今後、徐々にやめていって頂くように介入していき受け持ちスタッフと本人で１日の本数と時間を決め後日、カンファレンス内で連絡します。喫煙時間について決められた時間内で吸って頂くよう本人と約束し時間が過ぎてから要求があった場合には、次の時間に吸ってもらうようスタッフ間での対応を統一していきましょう。

＜疾病教室進捗状況＞

・全患者様が疾病教室終了しています。

・五日市　規様～基礎コースとなっていますが次回からはステップアップコースで良いのではないかと意見が出ています。昨年の疾病教室の際に、妄想発言が聞かれており基礎コースとなっていましたが、今回の疾病教室では幻聴・妄想について自分で振り返る事が出来ていました。今後、アセスメントを行い検討していきましょう。

＜日常生活支援評価・検討＞

・今後、看護度分類を毎月カンファレンス内で話し合い見直しする予定です。

　看護度分類を変更するにあたり、受け持ちスタッフの評価も大事ですが他スタッフ・OTスタッフの意見を貰うようにしていきましょう。看護度分類は作業療法にも関わる事なので看護度分類の話し合いの際には、OTスタッフにも参加して頂くようにしましょう。

　
































































